
大東大所蔵の日本・中国
の古典書跡に見る歴史的

価値について



大東文化大学所蔵の書跡資料

■ 図書館所蔵作品

貴重書７０数点、漢籍、文書

■ 書道学科：７０数点

■ 書道研究所

現代作家作品(百点以上)

拓本(404点、Fチーム)

■ いずれも今回の事業でほぼ高精細画
像撮影、デジタルアーカイブ化



図書館貴重書の内容

■ 日本書跡

平安～昭和時代

古筆切、書状、手鑑、

和歌懐紙、短冊

■ 中国書跡：清時代の書画(査昇、梁同書な

ど)中心

■ 拓本：高島塊安所蔵拓本など

重要文化財級のものはないが、著名な人物
の作品や貴重な拓本等が所蔵される
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昭和切

■ 藤原俊成(1114～1204)の晩年の書

■ もと『古今集』巻１～10までの1冊のう
ち、巻５秋歌の部分

■ 昭和3年(1928)に分割→昭和切

■ 起筆の鋭さや激しい転折などの

独特な書風

■ 他所蔵先のものと併せて研究すること
ができ貴重
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書道学科書跡の内容

■ 日本書跡

室町時代(15C)～昭和時代(20C)

和歌懐紙（後土御門天皇など）

江戸の書（近衛信尹、貫名海屋など）

絵と書（三十六歌仙帖）

明治の書（日下部鳴鶴、中林梧竹等）
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書道学科書跡の内容

■ 中国書跡

清～ 楊峴、楊守敬

■ 印譜 小林斗盦、生井子華

■ 拓本

散氏盤銘拓本、秦権量銘拓本軸、

多胡碑

■ 甲骨片

■ 硯や漢銅鏡
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・書道史などの授業で活用できるよ

うにバランス良く収集

→教育的価値

・特に修理教材として活用された例

後土御門天皇和歌三首懐紙





後土御門天皇和歌三首懐紙の
修理

■ 明応4年(1495)和歌会において後土御門
天皇が詠んだ和歌三首を書き留めたも
の

■ 平成24年度修理

大学院生が授業の関連として実施

■ 修理前：シミや折れが著しい

■ 解体→裏打ち紙の取り替え、欠損部へ
の補紙→表具の元使い、太巻軸・紐の
新調




